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１．はじめに 

 電話でのコミュニケーションを行う際に，ユー

ザが発話した内容について，関連のある情報を参

照する場合がある．例えば，ユーザが発話した内

容に関して PC で検索し，相手とやり取りした過

去のメールを見ながら会話をしている．しかし，

このような行為を電話中にユーザ自身が行うのは

負担であり，また，PC の操作中は，会話が遮ら

れるといった問題がある． 
この問題を解決するために，我々は，発話した

内容に関する詳細情報や発話した内容から連想さ

れる連想情報をリアルタイムに自動的に提示する

ことで，電話によるコミュニケーションを円滑に

進めることをサポートする，会話連動ナビゲーシ

ョンシステムを提案している[1]． 
従来の会話連動ナビゲーションシステムでは，

事前に与えた会話シナリオ中に現れるキーワード

の組に対して，ユーザに提示する詳細情報を提示

するためのルール(知識情報)を人手で記述してお

り，精度の高い詳細情報や連想情報が提示できる

反面，知識情報の拡張性に問題があり，一般会話

への適用が困難であった．本稿では，特定の会話

シナリオに依存しない，一般会話に適用するため

の詳細情報や連想情報の提示方式について述べる． 

２．関連研究 

システムとユーザとの音声対話によって，適切

な関連情報をナビゲートする対話システムの研究

は，これまでに多数行われている．例えば，電話

を通じて利用可能なサービスが商品化されている

[2]．また，ユーザ同士の会話に対する情報支援シ

ステムの例として，専用 TV 会議システム上でコ

ンサルタントが行う相談業務を支援するシステム

[3]が提案されている．これらは，特定のタスクを

補助するためのシステムであり，発話されるキー

ワードを事前に限定することで精度の向上が可能

である． 

３．システムの目的 

今回提案する会話連動ナビゲーションシステム

では，発話されるキーワードをあらかじめ限定せ

ず，ユーザ同士が電話上で行う一般会話を対象に，

以下に示す情報を提示する． 
(1)会話の内容に関するより深い情報：詳細情報 
 会話の内容に関して，ユーザがより詳しく知り

たいであろう情報を提供する．具体的には，会

社や商品，人名等に関する公式ページやキー

ワードに関する説明ページを想定している． 
(2)会話の内容に関するより広い情報：連想情報 

会話の内容に関して，関連のある他のキーワー

ドを提供する．例えば，「電話」というキーワー

ドに対して，電話会社名や電話の機種等の情報

を提供する． 
 
本システムは，このような情報を，会話を遮る

ことなく，また，ユーザに負荷を与えずに，リア

ルタイムに提示することにより，コミュニケーシ

ョンをより円滑に進め，コミュニケーションを充

実したものにすることを目的としている． 
日本人の語彙は 3 万語から 5 万語であるとの報

告[4]があることから，10 万語のキーワードにリ

アルタイムに反応可能なシステムの構築を目指す． 

４．システム構成 

 提案する会話連動ナビゲーションシステムの構

成を図 1 に示す．提案システムは，知識情報およ

び音声誤認識除去機能，連想情報抽出機能，情報

表示機能，情報共有機能の各機能から構成される． 
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(１)知識情報 
 ユーザが発話するキーワードに関する情報を持



つ．意味が近いキーワード間にリンクを持つ，知

識情報ネットワークと呼ぶネットワーク構造を持

つ．すなわち，キーワード間のホップ数が少ない

ほど関連性が高いことを示す．また，各キーワー

ドは詳細情報が記述されている URL を属性とし

て持つ． 
(２)音声誤認識除去機能 

タスクを限定しない場合の音声認識エンジンの

認識精度は，タスクを限定する場合と比較して低

くなる．会話での同一の文脈では，意味的に関連

のあるキーワードが発話される確率が高いと仮定

し，音声認識エンジンが出力した認識キーワード

間のうち，知識情報ネットワーク上で規定のホッ

プ以上離れているキーワードは音声認識エンジン

による誤認識であると判断し，連想情報抽出対象

のキーワードから除去する． 
(３)連想情報抽出機能 

知識情報ネットワーク上で，認識キーワード間

の最短経路上に存在するキーワードおよび認識

キーワード同士が隣接する場合は，両認識キー

ワードに隣接するキーワードを連想情報として抽

出する．このとき利用する認識キーワードは，自

分が発話したキーワードだけでなく，通話相手が

発話したキーワードも対象としている．これによ

り，一連の「会話」に対して連想情報を提供する

ことが可能となる． 
(４)情報表示機能 

情報表示機能は，音声誤認識除去機能で誤認識

を除去した後の認識キーワードや連想情報抽出機

能で抽出した連想情報を表示する．また，表示さ

れたキーワードをクリックすることにより，キー

ワードの詳細情報を表示することができる．  
(５)情報共有機能 

情報共有機能は，自システムでの音声認識結果

や情報表示機能によって表示した詳細情報を通話

先システムと共有する． 

５．プロトタイプの実装 
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 以上述べた会話連動ナビゲーションシステムの

プロトタイプを実装した．知識情報には，固有名

詞・一般名詞を約 10 万キーワード登録した．各

キーワードの説明文を収集し，説明文に表れる

キーワードと元のキーワードとの間にリンクを張

った．リンク数は約 100 万となった．この知識情

報を用いた場合，会話音声の入力から連想情報の

提示まで，約 1 秒で完了することが確認でき，10
万キーワードにリアルタイムに反応するという目

標を達成した．本システムの動作イメージを図 2
に示す． 

図 2 システム構成 

６．おわりに  

本稿では，一般会話に適用可能な会話連動ナビ

ゲーションシステムについて述べた．今後は，辞

書の最適化やユーザやユーザが置かれた状況に応

じた適切な連想情報や最新の話題に関する連想情

報を提供するシステムを構築していく予定である．  
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図 1 動作イメージ 
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